第５学年○組　　道徳指導案

平成○○年○月○日　○曜日　第○時

指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　自由とは　　１－（３）自律
２　主題設定の理由

(1)  価値観

人は，自分の意志で自由に行動できるとき，喜びを感じるものである。また，自由な発想や行動が保障されてこそ，社会を望ましく発展させる活力は生み出されるといえる。しかし，自由の意味をはき違え，好き勝手に行動してもよいと解釈すると，個人や社会にとって望ましくない結果を招くことがある。自由は，自らの意志に基づいた行動をすることであるが，人間が社会的存在である限り，自律的な行動でなくてはならない。そこで，自由の意味を正しく捉えさせ，自らを律して生活をすることの大切さを理解させることが重要であるといえる。
(2)　児童観

この時期の児童は，家庭，学校，どちらの生活においても自分の意志で決定することのできる活動の場が多くなってきている。しかし，「自由」を「自分勝手」と勘違いしているような言動も多く見受けられる。これは，自由にふるまうためには自律的な判断力と，行動に対する責任が必要であるということに気付いていないためだと思われる。よって，自由のもつ意味やその大切さ，さらにそれに伴う自分の責任を踏まえた自律的な行動について理解を深めさせたい。
(3)　資料観

本資料は，計画は立てるものの，そのための努力が続かず，成果を十分に上げられない様子を家庭学習の取り組み方で表現した生活文である。 計画を立てて学習を進めようとする主人公と，計画がうまく進まなくなってきたときの主人公の気持ちを考えさせ，自分で自律的に判断することの難しさに気付かせたい。また，主人公の母の様子と言葉から，自由を保つために必要なことを考えさせることで，ねらいとする価値にせまりたい。
３　本時のねらい

　ｏ自由な考えや行動のもつ意味や大切さに気付き，自律的で責任のある行動をとろうとする気持ちを高める。
４　準備･資料
　ｏ中心資料名「わたしの計画」　出典「明るい心」（愛知県教育振興会）

　ｏ教師……絵カード，ワークシート
５　指導過程
	段階
	学　　　習　　　活　　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け
	１　「今日から宿題を出しません。自分のやり方で勉強してください。」と言われたときの気持ちを発表する。

　・たくさん遊べてうれしい。

・自分の好きなことができる。

　・少し心配だな。
２　資料「わたしの計画」を読み，話し合う。

・口うるさく言わないでほしいな。

・自分でしっかり計画を立ててやるから，大丈夫だ。
・お母さんに心配かけないように，自分に力がつくようにがんばろう。
・予習と復習をしっかりやろう。
	３
	ｏ自由にいろいろな意見を出させる。

ｏ素直な気持ちを出させ，資料の登場人物の気持ちに共感させやすくする。

ｏ自由とは思い通りに好きなことができ，楽であるというイメージを全体で押さえる。

ｏ絵カードを利用して，登場人物と話の流れをつかませる。

ｏ自分に適したやり方で勉強できると喜ぶ明子と，心配する母親との対照的な受け止め方を比較させ，押さえておく。
ｏ計画を立てて自分を律していこうとしている明子の気持ちを捉えさせる。
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・友達と話したり，テレビを見たりするのが楽しくて，計画通りにいかないな。

・明日からがんばろう。

・やらなくてはいけないと思うけれど，眠　　くてできない。
　
・自由なんだから，放っておいてほしい。

　・自由だと，叱られないから，自分に甘くなってしまい，力が落ちてしまう。

・好き勝手をすることなく，自分で計画を立てて，続けて実行しなければならない。
　・自分で考えて，ルールを決めて行動しなければならない。

・自由にするには，弱い心に打ち勝つ強い心が必要だ。

　
	16
	ｏ一度けじめを失うと，弱い心や誘惑に負けてしまうことを共感的に受け止めさせる。
ｏ自分を律することの難しさに気付かせる。



	
	
	30
	ｏ明子の気持ちを想像させ，ワークシートに記入させる。


ｏ自由の価値が発揮されるには，自分を厳しく律し続けることができるか否かにかかっていることに気付かせる。

ｏワークシートに書かれた内容や，児童の発言から，自由にするには何が大切なのか十分に話し合わせ，価値を把握へとつなげる。

評自由の意味を理解し，自由を保つためには自分の心を律する必要があることに気付くことができる。　　（ワークシート，発表）

	価値の自覚
	３　気付いた価値を基に，自己を見つめる。

・体力をつけるために，休み時間にマラソンをしている。記録が伸びるのが励みになってがんばっている。

・１週間の計画を立てて，ピアノの練習をがんばっている。
	38
	ｏ実行していることについて，それに決めた理由や，続けるための心がけを発表させる。

ｏくじけそうになったとき，どのように考えてがんばっているかも語らせる。

評自分の行動に責任をもった自律的な行動について考えることができる。　　　（発表）

	まとめ
	４　教師の話を聞く。
	45
	ｏ自由に遊べる場所で，自らを律して行動した児童の話をする。


６　本時の評価
　ｏ自由の価値が発揮されるためには自分を律する必要があることに気付き，自律的に判断し，責任をもって行動しようとする気持ちをもつことができる。　　　　　　　　（発表，ワークシート）

７　備　　考
　ｏ事前に家庭での自主勉強の機会を設けて，児童に経験させておく。

　ｏ中心発問で，「自由」とはどういうことかを問い，自由の意味と，自律の必要性について深く話し合わせる。

８　指導と評価
お母さんに「それはたいへんだよ」と言われたとき，明子はどう思ったでしょう。





計画がうまく進まない日が多くなったとき，明子はどんな気持ちだったでしょう。





母親に「自由ってどういうことなの」と言われて明子はどんなことを思ったでしょう。





補明子が不安になったのはなぜでしょう。


補自由なのだから，やってもやらなくてもよいのではないですか。


補先生の言った「自由」とはどんなことなのでしょうか。





自分で決めて，続けて実行していることはありますか。








道小－26
道小－27

